
【教科名】 数学   

（１）目指すもの（教科の方針） 
学校目標における「実力人育成」の観点、および、以下に挙げた「目標/重要課題/指導の留意点」を以って、本校の
数学教育を展開します。  

【目標】 
其々の学年に相当する数学への学習意欲の育成と基礎学力の定着を責務とすると共に、論理的思考力と探究心を養い、
個々の進路を拓くに相応しい数学力を身に付けることを目標とします。 
そのために教科として、数学への興味関心を高め意欲と学力が向上するよう、最大限の努力と創意工夫に務めます。  

【重要課題】 
（１）進路選択において理系を志す意欲と学力を伸ばし、理系進学を自ら切り開ける力が付くよう学習指導をします。 
（２）高２からコース制に伴い、数学を受験科目とする者への指導、特に理系クラスの受験指導を充実させます。 
（３）新学習指導要領を充足した独自カリキュラムを構築し、６年間の学習単元を効率よく展開します。 
（４）数学検定の取り組みを学力と意欲の向上のための１つの大きな励みとして推進し、上級の合格を目指します。 
（５）学力不振者の学習意識改善と基礎学力の定着のための対策を講じます。  
【指導の留意点】 
（ア） 日常的に終礼テスト･小テストを実施し、定期的に個々の到達度の確認と学習意識の向上を試みます。 
（イ） 課題（問題集・プリントなど）を課すことにより、家庭学習習慣の定着を図ります。 
（ウ） 定期的に補習を行う他、生徒の取り組み状況や学力定着の状況に合わせ、適宜、補習授業を行います。 
（エ） 生徒の数学に対する興味意欲を育み、自ら取り組む姿勢を築ける授業展開を心がけます。 
（オ） 理解から習得に至れるよう、授業以外の面での練磨としての学習展開の指導も怠りません。 
（カ） 理系進学希望者などを対象とした講習も日常的に実施します。 
（キ） 必要に応じ、合格するまでの波状テスト･授業毎のミニテスト･学期始めの確認テストなども実施します。 

 

（２）授業の進め方（指導の重点） 
以上の方針を基に、次に挙げたステージごとに指導の重点事項を以って教科指導を実施します。 

 
第１ステージ（中学１年・中学２年） 
学習する基礎を身につけるための訓練が必要な時期であるという認識から、主な目標を「学習習慣の定着を図り、基
礎学力と学習法を身に付けさせる」ことに置き指導を行います。特に、授業の受け方・ノートの取り方・家庭学習の
習慣など、基本的な学習姿勢を養うことと、学習することが必然とする環境を作り、中学受験時の意欲や学力が維持
されることを重視します。また、問題が解けたときの達成感を大切する授業を展開し、数学に対しての興味関心を高
め、将来に渡って、率先して数学に取り組む意欲と学力を育てます。 
 

第２ステージ（中学３年・高校１年） 
  将来を考え進路選択も視野に入れた学習の自立をする時期であるとの認識から、主な目標を「受け身ではない自立し

た学習スタンスを確立し、高校数学に対応した学力を付ける」ことに置き指導を行います。特に、目標を定め、弱点
の克服や成果を積み上げていく計画的に取り組める力を身に付けさせることと、理系進学もコース選択の視野に入る
ような意欲と充分な学力を付けることを重視します。 

  中学３年では週５時間のうち３時間を１クラス２分級の習熟度別授業、高校１年の数学Ⅰでは週４時間の授業を２ク
ラス３分級の習熟度別で行い、個々の学力定着レベルに合わせた少人数授業を実施することで、学力向上を目指しま
す。 
また、中学３年では高校学習がスムーズにスタートできるよう、３年間の総復習を行う他、高校１年の内容の範囲に
入るなど学習の先取りを行います。なお、中学３年で数学検定３級以上の合格を目指しています。 
高校１年では、理系進学への志を持つ生徒や数学を得意とする生徒のレベルアップを目指した対応として、日常的な
講習を設定し、早期からの取り組みを促します。 
 

第３ステージ（高校２年・高校３年） 
  進路獲得の力を付ける時期との認識から、目標を「個々の進路や将来のために必要な数学力を付ける」こととし、 

以下のようにコース別での其々の進路希望に合った学習指導を行います。 
 ≪理系受験コース≫  
  受験対策が早期から実施できるよう、進度と内容のレベルを上げた授業展開をし、学力の向上を促します。 
  高校２年から受験意識を高め、目標を持って早期からの取り組みを行うよう指導し、日常的に講習を行います。 
  高校３年では、演習を中心に国公立２次試験・難関私立大学受験にも対応した授業や講習の実施を目指します。 
 ≪文系受験コース≫ 
  高校２年では、基礎学力の定着と受験への意識を高めることを重視し、数学を受験科目と考えている生徒には講習 

への参加も呼びかけます。高校３年では、選択授業において大学センター試験の対策を中心に演習での授業を行い、 
充分に対応できる力を付けることを目指します。 

 ≪推薦進学コース≫ 
  高校２年では基礎学力の定着を重視しつつ、心理学部や経済学部などの数学的な考え方を必要とする学部学科への 

進学を考えている生徒に自覚を持った取り組みを促し、充分に対応できる力が付くような指導を目指します。 

（３）使用教材について   （次の項目を参照のこと） 



【学年】中学１年【教科名】数学【科目名】代数(３時間) 幾何(２時間) 【単位数】合計５時間 

年間 

指導 

目標 

代数の基本である正負の数や文字式の四則計算を身につけ、方程式・不等式を解けるようにする。平面図

形や空間図形の基本概念を学び、求積などの計算力を習得する。関数の導入に興味を持って取り組めるよ

うにする。 

          

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容 

１
学
期 

中
間 

体系数学１（代数編） 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（代数編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

        ＜数研出版＞ 

【代数】 

第１章 正の数と負の数 

 

 

【幾何】 

第１章 平面図形 

 

【代数】 
１、 正の数と負の数 
２、 加法と減法 
３、 乗法と除法 
４、 四則の混じった計算 
【幾何】 
１、 平面図形の基礎 
２、 対称な図形 
３、 図形の移動 

期
末 

体系数学１（代数編） 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（代数編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

        ＜数研出版＞ 

【代数】 

第２章 式の計算 

 

 

【幾何】 

第１章 平面図形 

 

【代数】 

１、 文字式 

２、 多項式の計算 

３、 単項式の乗法と除法 

４、 文字式の利用 

【幾何】 

４、 作図 

５、 面積と長さ 

２
学
期 

中
間 

体系数学１（代数編） 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（代数編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

        ＜数研出版＞ 

【代数】 

第３章 方程式 

 

 

【幾何】 

第２章 空間図形 

 

【代数】 

１、 方程式とその解 

２、 １次方程式の解き方 

３、 １次方程式の利用 

４、 連立方程式 

５、 連立方程式の利用 

【幾何】 

１、 いろいろな立体 

２、 空間における平面と立体 

期
末 

体系数学１（代数編） 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（代数編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

        ＜数研出版＞ 

【代数】 

第４章 不等式 

 

 

【幾何】 

第２章 空間図形 

 

【代数】 

１、 不等式の性質 

２、 不等式の解き方 

３、 不等式の利用 

４、 連立不等式 

【幾何】 

３、 立体のいろいろな見方 

４、 立体の表面積と体積 

３
学
期 

学
年
末 

体系数学１（代数編） 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（代数編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

        ＜数研出版＞ 

【代数】 

第５章 １次関数 

 

 

【幾何】 

第３章 図形と合同 

（代数より） 

第６章 資料の整理と活用 

（移行補助教材を含む） 

 

 

【代数】 

１、 変化と関数 

２、 比例とそのグラフ 

３、 反比例とそのグラフ 

４、 比例、反比例の利用 

【幾何】 

１、 平行線と角 

２、 多角形の内角と外角 

１、 資料の整理 
２、 代表値とちらばり 
３、 近似値と誤差 
１、 ﾃﾞｰﾀの代表値 
２、 ﾃﾞｰﾀの散らばりと四分位範囲  

 



【学年】中学２年  【教科名】数学  【科目名】数学(４時間)  【単位数】４時間   

 

年間 

指導 

目標 

① １次関数とそのグラフについて学ぶ。 

② 式の展開・因数分解、平方根、２次方程式について学び、中３や高１の内容まで先取りする。 

③ 三角形・四角形の合同の学習を通して証明の意味や仕組みを理解し、さまざまな場面で図形の 

性質や定理を発見・利用できるようにしていく。 

④ 確率と標本調査について学び、実際に調査活動などを行い理解を深める。中３や高１の内容まで 

先取りする。 

指導要領上では中３・高１で学習するべき内容まで踏み込んで授業展開するため、中１・中２学習内容を振り返る 

機会をもち、既習事項の定着と復習を行う。 

          

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容 

１
学
期 

中
間 

体系数学１（代数編） 

体系問題集数学１（代数編） 

        ＜数研出版＞ 

【代数】 

第５章 １次関数 

 

 

 

【代数】 
５． １次関数とそのグラフ 
６． １次関数と方程式 
７． １次関数の利用 
 
 

期
末 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

         ＜数研出版＞ 

【幾何】 

第３章 図形と合同 

 

 

第４章 三角形と四角形 

 

【幾何】 
３． 三角形の合同条件 

４． 証明のすすめ方 

 

１． 二等辺三角形 

２． 直角三角形の合同 

３． 平行四辺形 

２
学
期 

中
間 

体系数学２（代数編） 

体系問題集数学２（代数編） 

         ＜数研出版＞ 

【代数】 

第１章 式の計算 

 

 

 

【代数】 

１． 多項式の計算 

２． 因数分解 

３． 式の計算の利用 

 

期
末 

体系数学２（代数編） 

体系問題集数学２（代数編） 

         ＜数研出版＞ 

 

体系数学１（幾何編） 

体系問題集数学１（幾何編） 

         ＜数研出版＞ 

【代数】 

第２章 平方根 

 

 

 

【幾何】 

第４章 三角形と四角形 

 

【代数】 

１． 平方根 

２． 根号を含む式の計算 

３． 有理数と無理数 

 

【幾何】 

４． 平行線と面積 

５． 三角形の辺と角の大小 

３
学
期 

学
年
末 

体系数学２（代数編） 

体系問題集数学２（代数編） 

         ＜数研出版＞ 

【代数】 

第５章 確率と標本調査 

 

 

 

 

 

【代数】 

１． 場合の数 

２． 確率の計算 

３． 標本調査 

 

 

 

 

 



【学年】中学３年  【教科名】数学科  【科目名】代数(３時間) 幾何(２時間)  【単位数】５時間   

年間 

指導 

目標 

① 展開と因数分解・平方根・２次方程式・２次関数・三平方の定理など、３年の学習は、１,２年の学習の上に 

成り立つと同時に、高校数学を学ぶための重要な地盤となるものばかりであるので、きちんと定着させ、 

高校への学習へとつなげる。 

② 中学の総復習を位置づける。週１回実施の終礼テストや、定期試験必須出題で総復習の定着を確認す

る。成果を実感できる機会として、数学検定や実力テストへの挑戦を意識づける。 

③ 高校の範囲である数と式・２次関数・三角比などを、中学の内容の発展として、その 1部を扱う。 
 

学期 時期 代数（３時間） 幾何（２時間） 

１ 
学 
期 

 

中 間 

第５章 確率と標本調査（代数２） 
１．場合の数 
２．確率の計算 
３．標本調査 

第１章 図形と相似（幾何２） 
１．相似な図形 
２．三角形の相似条件 
 

期 末 

第４章 関数
2axy  （代数２） 

１．関数
2axy   

２．関数
2axy  のグラフ 

 

３．平行線と線分の比 
４．中点連結定理 
５．相似な図形の面積比、体積比 
 

２ 
学 
期 

 

中 間 

３．関数
2axy  の値の変化 

４．関数
2axy  の応用 

５．いろいろな関数 
 

 

第２章 線分の比と計量（幾何２） 
１．三角形の重心  
２．線分の比と面積比 

 
第３章 円（幾何２） 
１．外心と垂心 
 

期 末 

第１章 数と式（代数３） 
１．多項式 
２．因数分解 
 

第３章 ２次関数とグラフ（代数３） 
１．２次関数のグラフ 
 

２．円周角  
３．円に内接する四角形 
４．円の接線  
５．接線と弦のつくる角 
６．２つの円 
 
 

３ 
学 
期 

学年末 

２．関数のグラフの移動 
３．２次関数の最大値、最小値 
 

第５章 三角比（代数３） 
１．三角比  
２．三角比と相互関係 

第４章 三平方の定理（幾何２） 
１．三平方の定理  
２．三平方の定理と平面図形 
３．三平方の定理と空間図形 

 

   

【使用する教材】 

代数２ 「体系数学２ 代数編（数研出版）」の教科書・問題集・完成ノート 

代数３ 「体系数学３ 数式・関数編（数研出版）」 

「プラクティスノート数学Ⅰ（数研出版）」 

幾何２ 「体系数学２ 幾何編 （数研出版）」の教科書・問題集・完成ノート 

 



【学年】高校１年 【教科名】数学科 【科目名】数学Ⅰ 【単位数】４時間 

年間 

指導 

目標 

・ 正確な式変形、証明の方法を身に付ける。 

・ ２次関数とグラフの関係を理解する。 

・ 三角比の概念を理解する。 

・ 整数の性質を学び、さまざまな活用を知る。 

・ データの見方とその理解を体得する。 

          

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容 

１
学
期 

中
間 

数研出版 

数学Ⅰ 

 

サクシード 

数学Ⅰ＋Ａ  

(数研出版) 

第１章 数と式 

第１節 式の計算 

第２節 実数 

第３節 １次不等式  

１．整式 

２．整式の加法と減法および乗法 

３．因数分解 

４．実数 

５．根号を含む式の計算 

６．１次不等式 

７．１次不等式の利用 

 

期
末 

数研出版 

数学Ⅰ 

 

サクシード 

数学Ⅰ＋Ａ  

(数研出版) 

 第１節 ２次関数とグラフ 

 第２節 ２次方程式と２次不等式 

１．関数とグラフ 

２．２次関数のグラフ 

３．２次関数の最大と最小 

４．２次関数の決定 

５．２次方程式 

６．グラフと２次方程式 

７．グラフと２次不等式 

２
学
期 

中
間 

数研出版 

数学Ⅰ 

 

サクシード 

数学Ⅰ＋Ａ 

(数研出版) 

第３章 図形と計量 

第１節 三角比  

第２節 三角形への応用 

１．三角比 

２．三角比の相互関係 

３．三角比の拡張 

４．正弦定理 

５．余弦定理 

期
末 

数研出版 

数学Ⅰ 

 

サクシード 

数学Ⅰ＋Ａ 

(数研出版) 

第２節 三角形への応用 

 

 

数学 A より 

第３章 整数の性質 

第１節 約数と倍数 

６．正弦定理と余弦定理の応用 

７．三角形の面積 

 

１．約数と倍数  ２．最大公約数と最小公倍数 

３．整数の割り算と商および余り 

３
学
期 

学
年
末 

数研出版 

数学Ⅰ 

 

サクシード 

数学Ⅰ＋Ａ  

(数研出版) 

第２節 ユークリッドの互除法 

第３節 整数の性質の活用 

 

数学Ⅰより 

第４章 データの分析 

４．ユークリッドの互除法  ５．１次不定方程式 

６．ｎ進法  ７．分数と小数 

 

１．データの代表値 

２．データの散らばりと四分位範囲 

３．分散と標準偏差  ４．データの相関 

 

 

 

 

 

 



【学年】 高１年  【教科名】 数学 【科目名】数学Ａ      【単位数】 ２時間  

年間 

指導 

目標 

確率、図形の性質について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考

察する能力を養う。また、数学の素晴らしさを認識できるようにするとともに、それらを活用する態度を

育てる。 

 

 

 

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容  

１
学
期 

中
間 

数研出版 

数学Ａ 

数研出版 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ 

数学Ⅰより 

第４節 集合と命題 

 

 

 

8.集合 

9.命題と条件 

10.命題と証明 

 
 

 

 

 

 
 

期
末 

数研出版 

数学Ａ 

数研出版 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ 

第１章 

場合の数と確率 

第１節 場合の数 

 

 

 

 

  

1.集合の要素の個数 

2.場合の数 

3.順列 

4.円順列・重複順列 

 

 

 

 

 

 

 

２
学
期 

中
間 

数研出版 

数学Ａ 

数研出版 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ 

  

 

第２節 確率 

 

 

5.組合せ 

 

6.事象と確率 

7.確率の基本性質 

8.独立な試行の確率 

 

 

 

 

 

 

 

期
末 

数研出版 

数学Ａ 

 

数研出版 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ 

 

第２章 図形の性質 

第１節 平面図形 

 

 

9.反復試行の確率 

10.条件付きの確率 

 

1.三角形の辺の比 

2.三角形の外心，内心，重心 

3.チェバの定理，メネラウス定理 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
学
期 

学
年
末 

数研出版 

数学Ａ 

 

数研出版 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ 

  

  

  

  

 

第２節 空間図形 

4.円に内接する四角形 

5.円と直線 

6.方べきの定理 

7.2 つの円の位置関係 

8.作図 

 

9.直線と平面 

10.多面体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学年】高校 2年 【教科名】数学科 【科目名】数学Ⅱ(理系クラス)【単位数】5時間 

年間 

指導 

目標 

基本を確実にするとともに、学習内容を自分の知識として使いこなし、受験に対応する力を

身につける。３学期からは、数学ⅢかⅠⅡＡＢのどちらかを選択し、希望の進路実現を目指

す。 

          

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容 

１
学
期 

中
間 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

  サクシード数学ⅡB 

数研出版 

１章 式と証明 

 

 

2 章 複素数と方程式 

 

 

1．3次式の展開と因数分解 2．二項定理   

3．整式の割り算 4．分数式とその計算  

5．恒等式 6．等式の証明 7．不等式の証明 

1．複素数 2．二次方程式の解と判別式   

3．解と係数の関係 4．剰余の定理と因数定理， 

組立除法 5．高次方程式 

期
末 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学ⅡB 

数研出版 

3 章 図形と方程式 

 

 

 

 

 

1．直線上の点  2．平面上の点   

3．直線の方程式 4．2直線の関係  

5．円の方程式  6．円と直線 

7．軌跡と方程式  8．不等式の表す領域 

 

 

２
学
期 

中
間 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学ⅡB 

数研出版 

4 章 三角関数 

 

 

 

 

5 章 指数関数と 

対数関数 

1．一般角と弧度法 2．三角関数   

3．三角関数の性質 4．三角関数のグラフ  

5．三角関数の応用 6．加法定理  

7．加法定理の応用 8．三角関数の合成 

 

1．指数の拡張 2．指数関数 3．対数とその性質 

4．対数関数 5．常用対数 

期
末 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学ⅡB 

数研出版 

6 章 微分法と積分法 

 

 

 

 

1．微分係数  2．導関数  3．接線  

4．関数の値の変化 5．最大値・最小値 

6．関数のグラフと方程式・不等式 

7．不定積分  8．定積分  9．面積 

３
学
期 

学
年
末 

教科書 

改訂版 数学Ⅲ 

数研出版 

(数学ⅠⅡＡＢ選択者は

総復習を行う) 

1 章 関数 

 

2 章 極限 

 

 

3 章 微分法 

 

1．分数関数 2．無理関数 3．逆関数と合成関数 

 

1．数列の極限 2．無限等比数列 

3．無限級数 4．関数の極限   

 

1．微分係数と導関数 2．導関数の計算 

 

 

 

 



 

【学年】高校 2年【教科名】数学科【科目名】数学Ⅱ(推薦・文系受験クラス)【単位数】5時間 

年間 

指導 

目標 

数学Ⅰで学習したことを基礎とし、より高度な数学の知識を身につける。センター試験に対

応できるように基本の理解を深める。 

          

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容 

１
学
期 

中
間 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学Ⅱ 

数研出版 

１章 式と証明 

 

 

2 章 複素数と方程式 

 

 

1. 多項式の除法 2. 分数式とその計算  

3. 恒等式 4. 等式の証明 5. 不等式の証明 

 

1. 複素数 2. 2次方程式の解と判別式  

3. 解と係数の関係 

 

期
末 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学Ⅱ 

数研出版 

 

 

3 章 図形と方程式 

 

 

4. 剰余の定理と因数定理 5. 高次方程式 

 

1. 直線上の点  2. 平面上の点  

3. 直線の方程式 

4. 2直線の関係  5. 円の方程式  6. 円と直線 

２
学
期 

中
間 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学Ⅱ 

数研出版 

4 章 三角関数 

 

7. 軌跡と方程式  8. 不等式の表す領域 

 

1. 一般角と孤度法  2. 三角関数   

3. 三角関数の性質 4. 三角関数のグラフ   

5. 三角関数の応用  

 

期
末 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学Ⅱ 

数研出版 

 

 

 

5 章 指数関数と対数関

数 

 

6. 加法定理 7. 加法定理の応用   

8. 三角関数の合成 

 

1. 指数の拡張 2. 指数関数 3. 対数とその性質 

4. 対数関数  5. 常用対数 

 

３
学
期 

学
年
末 

教科書 

改訂版 数学Ⅱ 

数研出版 

問題集 

サクシード数学Ⅱ 

数研出版 

6 章 微分法と積分法 

 

 

 

 

 

1. 微分係数  2. 導関数  3. 接線   

4. 関数の値の変化 5. 最大値・最小値   

6. 関数のグラフと方程式・不等式 

7. 不定積分  8. 定積分  9. 面積 

 

 

 

 

 

 



 

 

【学年】高校 2年 【教科名】数学科 【科目名】数学Ｂ       【単位数】３時間 

年間 

指導 

目標 

ベクトルについての基本的な概念を理解し、基本的な図形の性質や関係をベクトルを用いて

表現し、いろいろな事象の考察に活用できるようにする。簡単な数列とその和および漸化式

と数学的帰納法について理解し、それらを用いて事象を数学的に考察し処理できるようにす

る。 

          

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容 

１
学
期 

中
間 

教科書 

 数学Ｂ（数研出版） 

問題集 

サクシード数学ⅡＢ 

数研出版 

第１章 平面のベクトル 

第１節 平面上のベクトル 

１．平面上のベクトル ２．ベクトルの演算  

３．ベクトルの成分 ４．ベクトルの内積 

第２節 ベクトルと平面図形 

５．位置ベクトル ６．ベクトルと図形 

７．ベクトル方程式 

期
末 

教科書 

 数学Ｂ（数研出版） 

問題集 

サクシード数学ⅡＢ 

数研出版 

第２章 空間のベクトル 

１．空間の基本的図形 ２．空間の座標 

３．空間のベクトル ４．ベクトルの成分 

５．ベクトルの内積 ６．位置ベクトル 

 

２
学
期 

中
間 

教科書 

 数学Ｂ（数研出版） 

問題集 

サクシード数学ⅡＢ 

数研出版 

第３章 数列 

第１節 数列とその和 

１．数列 ２．等差数列とその和 

３．等比数列とその和 

 

期
末 

教科書 

 数学Ｂ（数研出版） 

問題集 

サクシード数学ⅡＢ 

数研出版 

 

４．和の記号Σ ５．階差数列 

６．いろいろな数列の和 

第２節 数学的帰納法 

１．漸化式と数列 ２．数学的帰納法 

３
学
期 

学
年
末 

教科書 

 数学Ｂ（数研出版） 

問題集 

サクシード数学ⅡＢ 

数研出版 

数学Ｂ全般 入試問題演習 

 

 

 

 

 

 



【学年】高校３年 【教科名】 数 学  【科目名】 数学Ⅲ 【単位数】 ５時間 

学期 時期 使用教材 単元（章） 学習内容

数Ⅲの応用問題を演習形式で行う予定

数Ⅲの応用問題を演習形式で行う予定

導関数の応用
１.接線と法線　2.平均値の定理　3.関数の値の
変化　4.関数の最大と最小　5.関数のグラフ
6.方程式，不等式への応用
速度と近似式
7.速度と加速度　8.近似値
不定積分
1.不定積分とその基本性質　2.置換積分法
3.部分積分法　4.いろいろな関数の不定積分

 1学期に教科書の基礎的な知識を学び，夏休みと2学期かけて受験に対応できるような応用
力をつける．

学
年
末

１
学
期

２
学
期

３
学
期

中
間

教科書
改訂版　数学Ⅲ
数研出版
問題集
サクシードⅢ
数研出版

第5章
積分法とその応用

定積分
5.定積分とその基本性質　6.定積分の置換成文
法　　7.定積分の部分積分法　8.定積分の種々
の問題　　　積分法の応用　9.面積　10.体積

期
末

中
間

期
末

年間
指導
目標

教科書
改訂版　数学Ⅲ
数研出版
問題集
サクシード数学Ⅲ
数研出版

第4章
微分法の応用
第5章
積分法とその応用


